
多彩な国際交流や海外研修で視野を広げ
国際貢献できる医療福祉の専門職へ。

学生たちが将来、どの国でもどんな場所でも自立した医療福祉のエキスパートとして行動できる人になって欲しい。

そんな願いから、本学では学内組織として国際部や国際交流センターを設置し、

国際プロジェクトの企画・運営や海外情報の収集、海外からの短期研修の受け入れなど、

さまざまな国際交流や海外研修を展開しています。

国際
交流

福岡看護学部
看護学科（3年）

山下 真由 さん
（福岡県立筑紫高等学校出身）

東南アジアで最大と言われるバンコクホスピタルや、公立のリハビリテーショ
ン病院、僧侶によって設立された療養施設などを見学しました。同じタイの
なかでも、海外から患者さんを受け入れる、充実した設備の病院もあれば、
人員配置や設備が良好とはいえない施設もあり、医療格差を感じました。日
本の医療水準や制度が恵まれていることを改めて感じた一方で、日本はま
だ国際的に対応している病院は少ないので、その点は情報共有して取り入
れていくことも必要だと思いました。今回の体験で、自国や他国それぞれの
良さや課題に気づかされ、今後もっと深く勉強していきたいと思っています。

それぞれ国の良さと課 題をもっと学びたい。
タイ ムアンナコーンパトム郡 クリスチャン大学にて研修

海外研修
参加者07

819人が世界の
医療福祉現場を体験

23カ国・地域にある40の大学・機関と学術交流協定を締結

夏休みや春休みを利用して、10日〜2週間の海外研修（総合教育科目 
海外保健福祉事情）を実施しています。本学が学術交流協定を結んで
いる23の国や地域から研修先を選び、異文化や医療福祉について体
験します。現地では、医療スタッフの指導のもとで患者さんのケアの補
助を行うなど、海外の医療現場に触れられるほか、国際的な視点を養う
貴重な機会となっています。

 研修の一例（2018年度 モンゴル研修）
  6日目	 在モンゴル日本大使館訪問・病院見学
  7日目	 病院見学・孤児院見学
  8日目	 老人ホーム見学
  9日目	 モンゴル民族芸能鑑賞
10日目	 帰国

  1日目	 現地到着
  2日目	 モンゴル国立医科大学/
          JICAモンゴル事務所訪問
  3日目	 病院見学・学生シンポジウム（モンゴル国立医科

大学、筑波大学、ロシア・イルクーツク大学学生と
の交流、トモダチアワー）

	 テレルジ国立公園訪問、ゲル宿泊体験

Feature

2週間の海外研修プログラム

※2019年3月時点

（国・地域名の隣に記載している人数は、2018年度の海外研修参加者数）

4〜5日目

3433


